
○
、
主
な
賞
罰

○
、
主
な
資
格

社
会
福
祉
士

社
会
福
祉
士

○
、
学
歴

（
平
成
元
年
登
録
番
号
二
二

介
護
支
援
専
門
員
（
平
成
十
二
年
登
録
番
号
一
四
四
五
号
）

昭
和
二
十
七
年
四
月

昭
和
二
十
九
年
三
月

昭
和
三
十
四
年
四
月

昭
和
三
十
六
年
三
月

3

日
本
社
会
事
業
短
期
大
学
入
学

同
校
卒
業

日
本
社
会
事
業
大
学
社
会
福
祉
学
部
社
会
事
業
学
科
編
入
学

同
校
卒
業

略
歴

１
、
氏
名

２
、
生
年
月
日

３
、
本
籍
地

４
、
現
住
所

し
だ

と
お
る

志
田
利

昭
和
九
年
八
月
一
日

静
岡
県
静
岡
市
春
日
二
丁
目
六

静
岡
県
静
岡
市
春
日
二
丁
目
六
ノ
四
○
二

(I)



○
、
職
歴

静
岡
県
知
事
表
彰
（
平
成
元
年
十
一
月
）

静
岡
県
調
停
協
会
長
表
彰
（
平
成
十
五
年
十
一
月
）

昭
和
五
十
年
四
月
’
五
十
三
年
三
月

静
岡
県
生
活
環
境
部
広
報
課
県
民
相
談
係
長

昭
和
五
十
三
年
四
月
～
五
十
六
年
三
月
静
岡
県
民
生
部
社
会
課
社
会
係
長

付
・
静
岡
県
庁
内
研
究
会
「
明
日
の
福
祉
を
考
え
る
会
」
主
宰
月
例
研
究
会
を
開
く

昭
和
五
十
六
年
四
月
’
五
十
九
年
三
月
静
岡
県
民
生
部
部
付
主
幹

付
・
静
岡
福
祉
史
研
究
会
「
静
岡
の
福
祉
を
創
っ
た
人
々
刊
行
会
」
幹
事
と
な
り
毎
年
人
物
志
を
刊
行
す
る

昭
和
五
十
九
年
四
月
～
六
十
一
年
三
月
静
岡
県
民
生
部
障
害
福
祉
課
・
課
長
補
佐

付
・
静
岡
県
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
再
建
に
か
か
わ
り
世
話
人
と
な
り
月
例
研
究
会
を
開
き
研
究
誌
を
刊
行
す
る

昭
和
六
十
一
年
四
月
～
平
成
元
年
三
月
静
岡
県
東
部
児
童
相
談
所
・
所
長

昭
和
二
十
九
年
四
月
～
三
十
四
年
三
月
山
形
県
社
会
福
祉
協
議
会
勤
務

昭
和
三
十
六
年
四
月
～
四
十
年
三
月

静
岡
県
沼
津
児
童
相
談
所
勤
務

付
・
静
岡
県
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
設
立
に
か
か
わ
り
月
例
研
究
会
を
開
く

昭
和
四
十
年
四
月
～
五
十
年
三
月
静
岡
県
民
生
部
社
会
課
・
社
会
福
祉
主
事

付
・
福
祉
教
育
研
究
普
及
校
を
新
規
事
業
と
し
て
提
案
採
決
さ
れ
実
践
、
後
全
国
に
ひ
ろ
が
っ
た
学
校
に
お
け
る
福
祉
教
育
の
先

駆
と
な
る

(2）



○
、
学
会
及
び
社
会
活
動

付
．
東
京
で
の
国
際
社
会
福
祉
会
議
に
参
加
し
静
岡
県
地
方
集
会
開
催
に
つ
な
げ
る

平
成
元
年
四
月
’
二
年
三
月
静
岡
県
民
生
部
児
童
課
参
事

平
成
二
年
四
月
’
三
年
三
月

静
岡
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
・
所
長

平
成
三
年
四
月
～
四
年
三
月

静
岡
県
中
央
児
童
相
談
所
・
所
長

平
成
四
年
四
月
～
五
年
三
月
静
岡
県
民
生
部
児
童
課
・
課
長

平
成
五
年
四
月
～
九
年
三
月
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
聖
ヨ
ゼ
フ
の
園
・
施
設
長

平
成
五
年
四
月
～
現
在
常
葉
学
園
短
期
大
学
保
育
学
科
・
非
常
勤
講
師
・
児
童
福
祉
論
担
当

平
成
七
年
四
月
～
十
一
年
三
月
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
仏
教
学
科
？
非
常
勤
講
師
・
仏
教
実
践
研
究
担
当

平
成
十
年
四
月
～
十
一
年
三
月
浜
松
医
科
大
学
医
学
部
看
護
学
科
・
非
常
勤
講
師
・
社
会
福
祉
論
担
当

平
成
十
年
四
月
～
現
在
静
岡
大
学
人
文
学
部
・
非
常
勤
講
師
・
高
齢
者
介
護
論
担
当

平
成
十
一
年
四
月
～
現
在
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
仏
教
学
科
・
教
授
・
社
会
福
祉
原
論
等
担
当

平
成
十
四
年
四
月
～
現
在
身
延
山
大
学
図
書
館
・
館
長

昭
和
五
十
四
年
四
月
～
六
十
一
年
三
月

昭
和
五
十
六
年
五
月
～
平
成
二
年
三
月

昭
和
五
十
九
年
四
月
～
現
在

昭
和
五
十
九
年
四
月
～
現
在

静
岡
県
庁
内
研
究
会
「
明
日
の
福
祉
を
考
え
る
会
」
・
主
宰

静
岡
福
祉
史
研
究
会
「
静
岡
の
福
祉
を
創
っ
た
人
々
刊
行
会
」
幹
事

静
岡
県
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
・
世
話
人

静
岡
家
族
問
題
研
究
会
・
会
員
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平
成
九
年
八
月
～
現
在

平
成
十
年
四
月
～
十
二
年
五
月

平
成
五
年
四
月
～
八
年
三
月

平
成
五
年
五
月
～
十
年
三
月

平
成
五
年
四
月
～
現
在

平
成
五
年
四
月
～
九
年
三
月

平
成
五
年
四
月
～
九
年
三
月

平
成
五
年
五
月
～
現
在

平
成
五
年
五
月
１
十
二
年
五
月

平
成
六
年
一
月
～
十
二
年
六
月

平
成
八
年
四
月
～
十
年
三
月

平
成
八
年
四
月
～
十
二
年
五
月

平
成
八
年
四
月
～
十
一
年
三
月

平
成
八
年
四
月
～
現
在

昭
和
六
十
二
年
四
月
～
現
在

日
本
地
域
福
祉
学
会
・
会
員

日
本
社
会
事
業
大
学
社
会
福
祉
学
会
・
会
員

静
岡
ノ
ウ
マ
ラ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
・
会
員

企
業
の
社
会
貢
献
活
動
研
究
会
・
会
員

社
会
福
祉
法
人
聖
母
福
祉
会
・
理
事

静
岡
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
・
理
事

静
岡
市
老
人
福
祉
施
設
長
連
絡
会
・
事
務
局
長

社
会
福
祉
法
人
聖
隷
福
祉
事
業
団
・
評
議
員
社
会
福
祉
法
人
愛
育
会
・
理
事

静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
・
会
長

社
団
法
人
日
本
社
会
福
祉
士
会
・
理
事

静
岡
県
精
神
医
療
審
査
会
・
委
員

静
岡
県
社
会
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
・
委
員

静
岡
県
高
令
者
ケ
ァ
サ
ー
ビ
ス
体
制
整
備
検
討
委
員
会
・
委
員

静
岡
市
高
令
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
会
議
・
委
員

静
岡
家
庭
裁
判
所
調
停
委
員
会
・
委
員

静
岡
県
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
・
委
員
長

静
岡
県
家
庭
教
育
学
会
・
理
事

(4）



平
成
十
年
四
月
～
十
二
年
三
月

平
成
十
二
年
四
月
～
十
四
年
三
月

平
成
十
二
年
六
月
～
現
在

平
成
十
六
年
四
月
～
現
在

平
成
十
五
年
四
月
Ｉ
現
在

静
岡
市
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
懇
話
会
・
委
員

静
岡
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会
・
委
員

静
岡
市
地
域
ケ
ア
会
議
・
委
員

静
岡
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
・
委
員

静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
・
顧
問

静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
運
営
適
正
化
委
員
選
考
委
員
会
・

委
員
長

社
団
法
人
静
岡
県
病
院
協
会
・
理
事

静
岡
市
保
健
福
祉
総
合
政
策
懇
話
会
・
委
員

静
岡
市
社
会
福
祉
審
議
会
・
委
員

静
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会
・
委
員

社
会
福
祉
法
人
静
岡
福
祉
事
業
協
会
・
監
事

静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
企
画
調
査
委
員
会
・
委
員

静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
専
門
委
員
会
・
委
員

財
団
法
人
静
岡
県
福
祉
事
業
共
済
会
・
理
事

静
岡
県
肢
体
不
自
由
児
協
会
・
監
事

(5）



研
究
業
績

○
、
静
岡
の
福
祉
を
創
っ
た
人
々
刊
行
会
に
て
担
当
執
筆

「
全
国
組
織
救
護
会
創
立
者
中
田
騒
郎
」
（
昭
和
五
十
六
年
第
一
集
）

「
金
谷
民
生
寮
創
立
者
山
城
多
三
郎
」
（
昭
和
五
十
六
年
第
一
集
）

「
静
岡
県
民
生
委
員
協
議
会
長
大
野
虎
雄
」
（
昭
和
五
十
九
年
第
四
集
）

「
長
岡
湯
の
家
創
立
者
渡
辺
鋭
」
（
昭
和
六
十
年
第
五
集
）

「
静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
初
代
会
長
小
塩
孫
八
」
（
昭
和
六
十
二
年
第
七
集
）

「
静
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
初
代
会
長
小
田
重
義
」
（
平
成
元
年
第
九
集
）

研
究
論
文
等

著
書

「
静
岡
県
社
会
福
祉
の
歩
み
』
共
著
（
平
成
元
年
三
月
静
岡
県
刊
）

「
静
岡
県
歴
史
人
物
辞
典
」
共
著
（
平
成
三
年
十
月
静
岡
新
聞
社
刊
）

「
跡
導
Ⅱ
静
岡
の
福
祉
を
つ
く
っ
た
人
々
」
共
著
（
平
成
四
年
三
月
静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
刊
）

「
社
会
福
祉
に
生
き
る
」
単
著
（
平
成
五
年
七
月
自
費
出
版
）

『
静
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
会
五
十
年
史
』
共
著
（
平
成
十
五
年
静
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
会
刊
）

『
静
岡
県
福
祉
事
業
共
済
会
史
」
共
著
（
平
成
十
五
年
静
岡
県
福
祉
事
業
共
済
会
刊
）

『
仏
教
と
社
会
福
祉
」
単
著
（
平
成
十
七
年
平
楽
寺
書
店
刊
）
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「
駿
豆
学
園
創
立
者
金
刺
平
作
」
（
平
成
二
年
第
十
集
）

○
、
明
日
の
福
祉
を
考
え
る
会
研
究
誌
「
福
祉
と
人
と
」
に
執
筆

「
同
胞
援
護
会
の
歴
史
に
学
ぶ
も
の
」
（
昭
和
五
十
五
年
第
一
号
載
）

「
在
宅
福
祉
と
社
会
福
祉
協
議
会
」
（
昭
和
五
十
六
年
第
二
号
載
）

「
在
宅
福
祉
論
」
（
昭
和
六
十
年
第
四
集
載
）

○
、
静
岡
県
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
研
究
誌
「
社
会
福
祉
、
静
岡
」
に
執
筆

「
静
岡
県
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
・
そ
の
歩
み
」
（
平
成
元
年
一
九
八
九
年
報
）

「
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
誕
生
の
背
景
」
（
平
成
二
年
一
九
九
○
年
報
）

「
高
令
者
の
住
ま
い
と
相
談
・
そ
の
と
り
く
み
と
展
開
」
（
平
成
三
年
一
九
九
一
年
報
）

「
児
童
の
よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
・
静
岡
県
児
童
福
祉
の
歩
み
」
（
平
成
四
年
一
九
九
二
年
報
）

「
戦
争
未
亡
人
対
策
と
し
て
の
母
子
福
祉
と
児
童
健
全
育
成
活
動
の
課
題
」
（
平
成
五
年
一
九
九
三
年
報
）

「
日
本
社
会
福
祉
士
学
会
の
成
果
と
福
祉
専
門
職
育
成
の
方
向
に
つ
い
て
」
（
平
成
六
年
一
九
九
四
年
報
）

「
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
の
現
任
訓
練
と
静
岡
福
祉
学
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
（
平
成
八
年
一
九
九
六
年
報
）

「
福
祉
を
利
用
者
の
視
点
で
と
り
く
む
べ
き
課
題
・
介
護
保
険
適
用
と
契
約
」
（
平
成
九
年
一
九
九
七
年
報
）

「
変
革
期
に
立
つ
福
祉
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
年
一
九
九
八
年
報
）

「
明
日
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
育
成
の
具
体
策
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
一
年
一
九
九
九
年
報
）

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
成
年
後
見
制
度
の
と
り
く
み
と
課
題
」
（
平
成
十
二
年
二
○
○
○
年
報
）
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○
、
そ
の
他
学
会
誌
等
に
執
筆

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
専
門
性
向
上
を
め
ざ
し
て
．
二
百
回
例
会
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か
す
」
（
平
成
十
三
年
二
○
○
一
年
版
）

「
コ
ミ
ュ
テ
ィ
チ
ェ
ス
ト
の
再
評
価
を
．
共
同
募
金
を
地
域
福
祉
に
」
（
平
成
十
四
年
二
○
○
二
年
版
）

「
こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
法
人
の
あ
り
方
を
考
え
る
」
（
平
成
十
五
年
二
○
○
三
年
版
）

「
地
域
福
祉
へ
の
連
帯
を
．
日
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
静
岡
大
会
の
準
備
に
当
た
っ
て
」
（
平
成
十
六
年
二
○
○
四
年
版
）

○
、
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
研
究
誌
「
社
会
福
祉
士
静
岡
」
に
執
筆

「
二
十
一
世
紀
の
専
門
職
を
め
ざ
そ
う
」
（
平
成
十
四
年
創
刊
号
）

「
利
用
者
と
共
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
を
．
社
会
福
祉
士
の
役
割
」
（
平
成
十
五
年
第
二
号
）

「
実
践
を
と
お
し
社
会
の
信
頼
を
．
社
会
福
祉
士
の
こ
れ
か
ら
」
（
平
成
十
六
年
第
三
号
）

「
利
用
者
の
視
点
で
翔
ぼ
う
・
士
会
十
周
年
を
祝
っ
て
」
（
平
成
十
六
年
十
周
年
記
念
誌
）

「
介
護
保
険
実
施
に
む
け
て
の
社
会
活
動
実
践
・
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
の
と
り
く
み
」

（
平
成
十
一
年
日
本
社
会
福
祉
士
会
社
会
福
祉
学
会
研
究
誌
載
）

「
医
療
・
保
険
・
福
祉
の
連
携
を
め
ざ
し
て
・
静
岡
県
健
康
福
祉
学
会
の
実
践
」

（
平
成
十
二
年
日
本
社
会
事
業
大
学
研
究
所
紀
要
第
三
九
号
載
）

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
」

（
日
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
研
究
誌
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
４
号
）

「
静
岡
県
に
お
け
る
福
祉
教
育
実
践
の
あ
ゆ
み
」
（
静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
教
育
実
践
活
動
報
告
平
成
加
年
版
）
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○
、
身
延
山
大
学
に
お
い
て
執
筆

・
身
延
論
叢
（
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
機
関
誌
）

「
生
涯
学
習
と
福
祉
教
育
・
福
祉
教
育
研
究
普
及
校
の
と
り
く
み
」
（
二
○
○
一
年
第
六
号
）

「
在
家
信
者
の
福
祉
実
践
・
山
城
多
三
郎
の
金
谷
民
生
寮
」
（
二
○
○
二
年
第
七
号
）

「
社
会
福
祉
に
お
け
る
宗
教
の
復
権
へ
の
一
考
察
・
小
池
政
恩
の
実
践
に
学
ぶ
」
（
二
○
○
三
年
第
八
号
）

「
福
祉
か
ら
仏
教
に
期
待
す
る
も
の
」
（
二
○
○
四
年
第
九
号
）

「
宗
教
と
福
祉
実
践
・
在
家
信
者
中
田
騒
郎
の
事
蹟
か
ら
」
（
二
○
○
一
年
創
刊
号
）

「
福
祉
実
践
と
し
て
の
福
祉
・
長
谷
川
明
徳
の
事
蹟
か
ら
」
（
二
○
○
二
年
第
二
号
）

「
地
域
を
さ
さ
え
た
寺
と
農
繁
期
託
児
所
・
仏
教
師
永
田
泰
嶺
の
実
践
に
見
る
」
（
二
○
○
三
年
第
三
号
）

「
地
域
福
祉
と
寺
院
へ
の
期
待
・
生
活
共
同
体
の
中
心
に
」
（
二
○
○
四
年
第
四
号
）

「
身
延
山
大
学
に
お
け
る
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
の
と
り
く
み
．
そ
の
内
容
と
実
際
」
（
二
○
○
四
年
第
四
号
松
木
本
隆
、
一
之

・
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要

瀬
美
千
子
と
共
同
執
筆
）

(9）


